
育てよう和歌山県の子どもたちを！

「確かな学力」を育むための家庭での実践
平成2１年度全国学力・学習状況調査の結果から

学力の状況

和歌山県教育委員会

１ 規則正しい生活を送りましょう。１ 規則正しい生活を送りましょう。

教科

「確かな学力」を育むための家庭での実践
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「毎日同じ時刻に就寝し、同じ時刻に起きている」「朝食を毎日食べている」子どもの方が、正答率が高い傾向がみられます。
また、「学校に持って行くものを事前に確かめている子ども」の方が正答率が高くなっています。全国と比べると和歌山県の中学
生は学校に持って行くものを確認する割合が低くなっています。



２ 家庭での学習習慣を身につけましょう。

３ テレビやゲームの時間を減らし、本に親しみましょう。

４ 子どもとの対話を大切にしましょう。

２ 家庭での学習習慣を身につけましょう。

３ テレビやゲームの時間を減らし、本に親しみましょう。

４ 子どもとの対話を大切にしましょう。

今回の調査結果で測定できるのは、学校や生活のほんの一部です。ここにあげた事例が、どの子どもにも当てはまるとは限りません。しかし、子ども
たちの学力を高め、生活習慣をよりよくしていくための大切な手がかりがあると考えます。なお、全国と和歌山県の詳しい調査結果をご覧になりたい
方は、国立教育政策研究所のホームページの下記のURLにアクセスしてください。
（http://www.nier.go.jp/09chousakekka/index.htm）
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